


















































シの開花予測モデルなどについて評価を行った。予測誤差 (RMSE; root mean square error)の検討結果から、






(7.20C未満)、 Utahモデルの Chilunit、本モデルでの Chilunit (-6 ~ 120C)、Chilportion (ダイナミック
モデル)を用いて過年度(1966~ 1985年)および近年 (1990~ 2009年)の地域別の低温量の推移からそ
の変動傾向を明らかにした。つまり、低温要求量は暖地の低温量を少なめに、 Chilportionは多めに評価す
る傾向を認めた。さらに 1980年代半ばに低温量の激減する鹿児島、種子島などの地域があり、このような










(RMSE : root mean square error)の検討評価を行った。その結果から、本モデルは従来モデルに比べ精度が
高く、広範囲の地域で適用できることを明らかにした。さらに、対象植物の生理的リアリズムに基づくモデ
ルであるため、得られたデータから矛盾のない説明ができるなど優れた点が認められる。また、温暖化の影
響評価について具体例で検討し、サクラの開花モデルや青森県におけるリンゴの娩霜害による危険度評価手
法の開発などに至っている。このように本研究の成果・知克は、農業上かつ学宇野上非常に有益であり、温暖
化関連研究への貢献や適応技術開発のための重要な資料となることが期待される。
よって、著者は博士(農-学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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